
　

た
だ
し
、
具
体
的
な
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
引
き
取
ら
れ
た
使
用
済
自
動
車
は
、

ま
ず
、
廃
油
・
廃
液
を
回
収
す
る
。

次
に
、
地
球
温
暖
化
に
影
響
を
与
え

る
カ
ー
エ
ア
コ
ン
用
冷
媒
を
回
収
、

無
害
化
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
程
で
誤

作
動
の
恐
れ
が
あ
る
エ
ア
バ
ッ
グ
も

専
門
技
術
に
よ
り
適
切
に

処
理
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

ま
だ
使
用
可
能
な
エ
ン
ジ

ン
な
ど
の
基
幹
部
品
や
ド

ア
な
ど
の
外
装
部
品
は
丁

寧
に
取
り
外
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
部
品
と
し
て
商
品
へ

と
生
ま
れ
変
わ
る
。
残
さ

れ
た
車
体
も
シ
ュ
レ
ッ
ダ

ー
に
か
け
た
後
、
鉄
・

銅
・
ア
ル
ミ
な
ど
の
有
用

な
資
源
ご
と
に
分
別
・
回

収
し
、
再
生
資
源
と
し
て

再
利
用
す
る
。
そ
の
間
、

解
体
事
業
者
や
破
砕
事
業
者
な
ど
多

く
の
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
い
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
が

機
能
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
自
動

車
ユ
ー
ザ
ー
も
大
切
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

　

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ

ー
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
の
大
久
保
英
明
・

業
務
執
行
理
事
（
C
F
O
）
は
、「
自

動
車
ユ
ー
ザ
ー
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
た

め
に
自
動
車
購
入
時
に
前
払
い
で
１

万
円
程
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支

払
い
ま
す
が
、
そ
の
お
金
は
、
エ
ア

バ
ッ
グ
類
、
フ
ロ
ン
類
、
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
ダ
ス
ト
の
３
品
目
を
適
正
に
処

理
す
る
た
め
に
充
て
ら
れ
ま
す
」
と

話
す
。

　

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
が
支
払
っ
た
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
自
動
車
が
使
用

済
み
と
な
る
ま
で
の
間
、
預
託
金
と

し
て
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
よ
っ
て
管
理
運
用

さ
れ
る
。

「
J
A
R
C
は
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
持

続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現
に
貢

献
し
、
使
用
済
自
動
車
の
適
正
な
リ

サ
イ
ク
ル
や
資
源
の
有
効
利
用
、
環

境
保
全
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
制
度
の
指
定
法
人
と
し
て

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
預
か
っ
て
い
る
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
の
管
理
と
運
用
、
適
正

な
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
求
め
ら
れ

る
エ
ア
バ
ッ
グ
類
、
フ
ロ
ン
類
、
シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
の
３
品
目
の
移

動
報
告
情
報
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
や
不
適
正
保

管
、
離
島
地
域
に
関
す
る
地
方
公
共

団
体
向
け
の
支
援
な
ど
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
を
担
っ
て
い
ま
す
。

特
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
管
理
・
運

用
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
安
心
し
て
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
に
参
加
し
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
強
い
責
任
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
」

（
大
久
保
理
事
）

　

21
年
12
月
末
時
点
で
、
J
A
R
C

が
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
預
か
っ
て

い
る
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
資
産
残
高

は
約
９
１
８
２
億
円
に
及
ぶ
。「
預
託

さ
れ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
運

用
は
、
安
全
、
確
実
に
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
た
め
、
現
在
は
国
債
、

政
府
保
証
債
、
地
方
債
、
財
投
機
関

債
な
ど
の
安
全
性
の
高
い
資
産
に
限

っ
て
投
資
を
行
い
、
元
本
確
保
を
前

提
と
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
」
と
大

久
保
理
事
は
説
明
す
る
。

　

18
年
か
ら
は
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
開
始
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
基
準
は

三
つ
あ
る
。
１
点
目
は
「
資
金
使
途

の
明
確
さ
」。
発
行
の
目
的
や
資
金

使
途
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、“
ど
の
よ
う

な
社
会
を
実
現
し
た
い
の
か
”
と
い

う
発
行
体
の
理
念
を
読
み
取
っ
て
い

く
。
２
点
目
は
「
環
境
や
社
会

に
対
す
る
改
善
効
果
」。
Ｅ

Ｓ
Ｇ
債
で
あ
る
以
上
、
そ

の
債
券
に
ど
れ
だ
け
の
環

境
改
善
効
果
や
社
会
的
な

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
か
が

重
要
に
な
る
か
ら
だ
。
そ

し
て
３
点
目
は
「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
へ
の

適
合
及
び
第
三
者
機

関
に
よ
る
評
価
」。

ま
ず
、
国
際
資
本
市

場
協
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ

Ａ
）
の
グ
リ
ー
ン
ボ

ン
ド
原
則
や
ソ
ー
シ

ャ
ル
ボ
ン
ド
原
則
、

環
境
省
の
グ
リ
ー
ン

ボ
ン
ド
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

な
ど
に
則
っ
て
発
行
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
し
、
そ

の
上
で
第
三
者
機
関
か
ら

評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と

も
重
視
す
る
。

　

こ
う
し
た
投
資
基
準
に

よ
っ
て
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
21
年
９

月
に
E
S
G
投
資
の
累
計
額
が
１
０

０
億
円
に
到
達
。
22
年
１
月
末
時
点

で
１
６
５
億
円
に
な
っ
て
い
る
。
Ｅ

Ｓ
Ｇ
種
別
の
内
訳
で
見
る
と
、
グ
リ

ー
ン
ボ
ン
ド
が
94
億
円
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ボ
ン
ド
が
54
億
円
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
が
17
億
円
で
あ
る
。

「
E
S
G
債
の
発
行
体
と
の
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト（
目
的
を
持
っ
た
対
話
）

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
一
般
的
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

は
株
式
の
分
野
で
先
行
し
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
は
多
額
の
資
金
を
運
用

す
る
債
券
投
資
家
と
し
て
、
持
続
可

能
な
循
環
型
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
た
め
、
債
券
の
分
野
で
先
駆
け
て

発
行
体
と
の
対
話
を
実
施
し
て
い
ま

す
」（
大
久
保
理
事
）

　

こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
22
年

１
月
ま
で
に
五
つ
の
発
行
体
と
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
。
例
え
ば
、

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施

設
整
備
支
援
機
構
（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
）
と

は
「
運
輸
部
門
が
占
め
る
C
O
2
排

出
量
及
び
そ
の
削
減
努
力
に
つ
い

て
」、
長
野
県
と
は
「
気
候
変
動
が

も
た
ら
す
自
然
災
害
の
激
甚
化
及
び

そ
の
対
策
に
つ
い
て
」
な
ど
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
今
後
は
社
債
へ
の
投
資
も

予
定
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
債
へ
の
投

資
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
機
関
投
資

家
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し

て
い
く
考
え
だ
。

　

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
料
金
の
支
払
い
に
よ
り
、
自
動
車

の
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現
す
る

だ
け
で
は
な
い
。
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
よ
る

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
通
じ
て
環
境
問
題
や

社
会
問
題
の
解
決
に
も
寄
与
し
て
い

る
の
だ
。

然
資
源
の
枯
渇
や
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
逼
迫
、
地

球
温
暖
化
、
自
動
車
の
不

法
投
棄
と
い
っ
た
社
会
問
題
を
背
景

に
、
05
年
か
ら
日
本
の
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
制
度
が
本
格
稼
働
し
た
。
現

在
、
年
間
３
０
０
万
台
以
上
発
生
す

る
使
用
済
自
動
車
の
ほ
と
ん
ど
が
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
。

※資源を回収した後に残る
ゴムやプラスチックなどのゴミ

ユーザーは
車を買うときに
リサイクル料金を
支払う

ユーザーは長く大切に
乗れるように整備したり、
中古車としてリユースを
促進する

ユーザーは
使わなくなった車を
販売店や整備店などの
引取事業者に引き渡す

残った車体などは
シュレッダー機で
破砕する

自動車リサイクル促進センター
資金管理センター
神
こ う

山
や ま

 晃 主幹 自動車リサイクル
促進センター

大久保英明 業務執行理事

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の

具
体
的
な
使
い
道

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
額
が

１
６
５
億
円
に
到
達

発
行
体
と
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
重
視

自動車リサイクルの
流れ

天

ESG投資の累計実績の推移

日
本
に
は
、
世
界
に
誇
れ
る
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
が
あ
る
。

そ
の
中
で
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
は
、

車
の
購
入
時
に
「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
を
支
払
う
こ
と
で

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
が
行
う
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
通
じ
て

環
境
問
題
や
社
会
問
題
の
解
決
に
も
寄
与
し
、

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現
の
た
め
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

天然資源の使用を削減し
たり、リサイクルのしやす
さを意識した車が造られる

金属を原材料に戻してリ
サイクル。残ったシュレ
ッダーダスト※もさらに
原材料にしたり、燃料と
して再利用する

支払ったリサイクル料金を
使って、フロン類は回収し
て無害化され、エアバッグ
類は安全に取り外して処
理される

自動車リサイクル促進センター
資金管理センター
新井真太郎 主事
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自動車リサイクル
促進センター

使える部品を
取り出して、
中古部品として
使用する

問い合わせ先
公益財団法人
自動車リサイクル促進センター
https://www.jarc.or.jp/


